
円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

■情報伝達、
避難計画等
に関する事項

イ）　避難勧
告等の発令
対象区域、
避難判断基
準等の確認

A

B1

ア）　洪水時
における河
川管理者か
らの情報提
供等
（内容及びタ
イミングの確
認）

佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

・水位周知河川以外の河川も検討する必
要がある。

・引き続きホットラインを運用。北見市

・引き続きホットラインを運用。

・引き続きホットラインを運用。

・引き続きホットラインを運用。

・引き続きホットラインを運用。

・引き続きホットラインを運用。

R3年度ま
でに実施

振興局

佐呂間町

湧別町

北見市

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

・引き続きホットラインを運用。 ・引き続きホットラインを運用。
②河川管理者からの避難等を判断する
情報提供の必要性は非常に高いので継
続して運用する。

・引き続きホットラインを運用。

・引き続きホットラインを運用。

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号

・引き続き運用。

・引き続きホットラインを運用。 ・引き続きホットラインを運用。

R3年度ま
でに実施

・必要に応じてマニュアルの検証・見直しを
行う。

振興局
・避難勧告の基準となる河川の水位等につ
いて、検討を行った。

・佐呂間別川及び芭露川において、避難勧
告の基準となる河川の水位等について、検
討を行い関係機関と協議し、年度中に水位
設定変更。

①河川管理者と市
町村長等に河川
の情報を伝達する
ホットラインの構築
状況

①「避難勧告等に
関するガイドライ
ン」（H29.1月内閣
府）を参考とした避
難勧告等の発令
対象区域、発令判
断基準等の確認

・避難勧告の基準となる河川の水位等につ
いて、必要に応じ関係機関と協議・検討。

・令和２年度中に河川水位の設定変更を
行う。

細目

・引き続きホットラインを運用。

・新たな洪水浸水想定に基づく地域防災計
画の見直しを行った。

・水防法、国ガイドライン、道地域防災計画と
の照合、整合を図りながら関連計画、マニュ
アルの整備検討

・水防法、国ガイドライン、道地域防災計画と
の照合、整合を図りながら関連計画、マニュ
アルの整備検討

湧別町 ・マニュアルの検証・見直しを検討。
・必要に応じてマニュアルの検証・見直しを
行った。

・必要に応じてマニュアルの検証・見直しを
行う。

①河川増水に伴う内水状況の把握が必
要。

佐呂間町
・マニュアルの検証・見直しは行わなかっ
た。

・マニュアルの検証・見直しは行わなかった。

・適宜各種計画等の見直しが必要

資料-3
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

イ）　避難勧
告等の発令
対象区域、
避難判断基
準等の確認

B2
①情報伝達、
避難計画等
に関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タイ
ムライン見直した。

北見市
・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タ
イムライン見直しを行った。

・構成市町と訓練を実施し、タイムライン見直
しを行う機会がなかった。

湧別町

平時から情報の共有は重要である。

・構成市町と訓練を実施する機会がなかった
ため、タイムライン見直しもできていない。

R3年度ま
でに実施

北海道警
察及び遠
軽警察署

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タイ
ムライン見直しを行う。

・構成市町との幹事会、協議会等を通じ情報
共有を行った。

・構成市町との幹事会、協議会等を通じ情報
共有を行う。

・構成市町村と協議する機会を作る。

②タイムラインを運用し、検証により見直
しを検討していく。

・令和元年12月から試行運用されたタイムラ
インを活用。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を行
う機会がなかった。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行う。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行う。

遠軽消防
・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行う機会がなかった。

佐呂間町

自衛隊
・構成市町との幹事会、協議会等を通じ情
報共有を行った。

・今後も他河川タイムライン検討会に参画
し、必要に応じてタイムラインの見直しに協
力する。

・今後の洪水状況等において地域の課題を
検証した。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を行
う機会がなかった。

・令和元年12月から試行運用されたタイムラ
インを活用。

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タイ
ムライン見直しを行う。

・避難勧告等に関するガイドラインの修正を
踏まえ、水位周知河川における改良版避難
勧告着目型タイムラインを作成。（佐呂間別
川、芭露川にて試行運用を開始）

・構成市町と訓練を実施する機会がなかっ
たため、タイムライン見直しもできていない。

・平成30年12月から試行運用されたタイム
ラインを活用。

・構成市町と協議し、タイムラインの作成を
行う機会がなかった。

・構成市町と訓練を実施する機会がなかっ
た。

振興局

北見消防

・構成市町と訓練を実施し、必要に応じ、タイ
ムライン見直しを行う。

・今後の洪水状況等において地域の課題を
検証するとともに必要に応じてタイムライン
の見直しを行っていく。

・改良版を運用し、検証により見直しを検
討していく。

気象台 ・振興局作成のタイムライン見直しに協力。 ・他河川タイムライン検討会に参画

②水害対応タイム
ラインの作成状
況、運用状況を記
載
※協議会資料を
適宜修正
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

エ）　ICTを活
用した住民
等へ適切か
つ確実に情
報伝達する
体制や方法
の改善・充実

①情報伝達、
避難計画等
に関する事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

D1

C1

C2

・HPや出前講座等で広報活動を行った。 ・HP等で広報活動を実施。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

・引き続き、HPや出前講座等で広報活動を
実施。

・継続した広報活動による防災意識の醸
成が必要

北見市

完

・水位周知河川の追加等については、関係
機関と協議・検討を行った。

佐呂間町

湧別町

・水位周知河川の追加等については、関係
機関と協議・検討を行った。

振興局

・水位周知河川の追加等については、関係
機関と協議・検討を行った。

R3年度ま
でに実施

湧別町

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

振興局
・水位周知河川の追加等については、関係
機関と協議・検討を行った。

・水位周知河川の水位設定変更について、
関係機関と協議・検討を行った。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

・必要に応じ基準水位の見直しを検討。

佐呂間町

・水位周知河川の水位設定変更について、
関係機関と協議・検討を行った。

平時から情報の共有は重要である。

・R2.6月で設置を完了。

北見市

振興局

ウ）　水害危
険性（浸水想
定及び河川
水位等の情
報）の周知

R3年度ま
でに実施

網走開建

・CCTVカメラ設置について、関係機関と協
議・検討行った。

①「川の防災情
報」等、河川水位
やＣＣＴＶカメラ等
のリアルタイム情
報等の周知方法
について検討調整

湧別町

②「地域の水害危
険性の周知に関
するガイドライン」
（H29.3月国交省）
を参考に、簡易な
方法による水害危
険性の周知を行う
河川及び当該河
川における情報提
供方法の検討調
整状況

完

R3年度ま
でに実施

①水位周知河川
の検討・調整

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について簡易型河川監視カメラを設
置。

　○簡易型河川監視カメラ【5基】

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について危機管理型水位計を設置。

　○危機管理型水位計　　【6基】
完

・水位周知河川の追加等については、関係
機関と協議・検討を行った。

・水位周知河川の追加等については、必要
に応じ、関係機関と協議・検討を行う。

・水位周知河川の追加等について、関係機
関と協議・検討を行う機会がなかった。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

D2

E

エ）　ICTを活
用した住民
等へ適切か
つ確実に情
報伝達する
体制や方法
の改善・充実

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

・引き続きR3までに隣接する自治体と広域避
難計画を検討。

・R2.6月で設置を完了。

・引き続き自主防災組織の活動支援やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図
る。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
実施。
・防災行政無線の適切な運用を図る。

・自主防災組織結成の促進を図り、メール配
信サービス（登録制）の利用促進を図る。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図っ
た。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。
・防災行政無線整備と同時に、個別受信機
の町内全戸配布を実施。

・自主防災組織結成の促進を図り、メール配
信サービス（登録制）の利用促進を図った。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について危機管理型水位計を設置。

佐呂間町

北見消防

・隣接自治体における避難場所の把握。

・R３までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討する。

・引き続きR3までに隣接する自治体と広域
避難計画を検討。

・隣接する市町への避難が安全となる場
合があるため、広域避難計画について検
討する必要がある。

・隣接自治体における避難場所の把握。 ・今後も継続して実施。

・河川等の警戒情報をメール配信する機会
がなかった。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について、簡易型河川監視カメラを設
置。

振興局

気象台

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図っ
た。
・湧別町避難行動要支援者避難支援プラン
(H30.4策定)に基づき整備した名簿を更新し
た。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図っ
た。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供。
・自治会や自主防災組織に対する研修会実
施はなかった。

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

・R3までに隣接する自治体と広域避難計画
を検討。

・河川等の警戒情報をメール配信する機会
がなかった。

・隣接する自治体と具体的な検討・調整は
行わなかった。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図
る。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
継続して実施。
・湧別町避難行動要支援者避難支援プラン
(H30.4策定)に基づき整備した名簿を更新す
る。

・隣接する自治体と具体的な検討・調整は行
わなかった。

・消防団員に対し河川等の警戒情報をメー
ル配信。

・隣接市町と具体的な検討・調整は行わな
かった。

②緊急速報メール
の活用等、住民等
に対する洪水情報
や避難情報等の
適切かつ確実な
伝達体制・方法に
ついて検討・調整

北見市

R3年度ま
でに実施

・隣接する自治体と広域避難計画を検討。

・隣接自治体における避難場所の把握を行
う機会がなかった。

遠軽消防 ・今後も継続して実施。

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

・引き続き自主防災組織の結成促進やメー
ル配信サービスの利用促進(登録制)を図っ
た。
・自治会や自主防災組織に対する研修会を
継続して実施。
・湧別町避難行動要支援者避難支援プラン
（H30.4策定）に基づき整備した名簿の更
新。

完

・今後も自助共助に繫がる取り組みを行
う。

完

・引き続き、避難行動要支援者名簿の作
成。
・避難支援等関係者への名簿情報の提供
を行った。

・構成町の避難所開設情報等の収集と防災
担当との連絡体制の確認。
・避難情報、警報を消防職・団員へ伝達する
ため、順次指令システムを活用した情報伝
達の活用。

湧別町

R3年度ま
でに実施

佐呂間町
・隣接市町と具体的な検討・調整は行わな
かった。

北見消防
・隣接自治体における避難場所の把握を行
う機会がなかった。

北見市

オ）　隣接市
町村への広
域避難体制
の構築

遠軽消防 ・隣接自治体における避難場所を把握。 ・隣接自治体における避難場所の把握。

湧別町

①情報伝達、
避難計画等
に関する事項

①各市町村内の
避難場所だけで避
難者を収容できな
い場合等は、隣接
市町村等における
避難場所の設定
や連絡体制等に
ついて検討・調整
する
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

F1

F2

カ）　要配慮
者利用施設
等における
避難計画等
の作成・訓練
に対する支
援

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

①情報伝達、
避難計画等
に関する事項

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て施設への支援・協力を検討。

・想定最大規模の洪水時における避難確保
計画の作成や避難訓練について施設への
支援・協力を行った。

・、関係市町が主催する訓練等に参加する
機会がなかった。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
があれば協力する。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等に
協力する機会がなかった。

・隣接する市町への避難が安全となる場
合があるため、広域避難計画について検
討する必要もある。

北見消防

湧別町

佐呂間町

遠軽消防

北見市

振興局 ・要望に応じてリストの見直しを検討。・支援の要請はなかった。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。

・支援の要請はなかった。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練について
施設への支援・協力を行う。

・理解を深めてもらうためには、継続した
広報活動による防災意識の醸成が必要

・振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害
時の避難行動について理解を深めてもらう
よう、HPや出前講座等で広報活動を実施。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練について
施設への支援・協力を検討。

・継続的な避難確保計画の作成促進、作成
状況の確認及び作成支援

・要配慮者施設の避難確保計画に基づく避
難訓練の実施に係る支援

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
に協力する機会がなかった。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て、施設への支援・協力を検討。

・振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害
時の避難行動について理解を深めてもらう
よう、HPや出前講座等で広報活動を実施。

R3年度ま
でに実施

・振興局や自治体と連携し、水害・土砂災害
時の避難行動について理解を深めてもらうよ
う、HP等で広報活動を実施。

・必要に応じて、支援を実施。

・避難確保計画が未作成の要配慮者利用施
設への計画作成の支援・協力。
・要配慮者利用施設の避難訓練への支援・
協力。

・継続的な避難確保計画の作成促進、作成
状況の確認及び作成支援方法の検討

・関係市町が主催する訓練等に参加する機
会がなかった。

・関係市町が主催する訓練等に参加する機
会がなかった。

北見消防

北海道警
察及び遠
軽警察署

北見市

網走開建

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・作成に当たって支援要請があった場合
は、支援協力していく

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者に対し、必要
に応じて作成の支援を実施。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成
を行う施設の所有者又は管理者からの作
成支援要請はなかった。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者からの作成支
援要請はなかった。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
があれあば協力。

・必要に応じ、関係市町が主催する訓練等
に協力する。

振興局

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

①情報伝達、
避難計画等
に関する事項

カ）　要配慮
者利用施設
等における
避難計画等
の作成・訓練
に対する支
援

R3年度ま
でに実施

網走開建

湧別町

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て、社会福祉施設への支援・協力について
内部検討したが、具体的な調整等までは行
わなかった。

佐呂間町

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。
・上記実施に合わせて適宜調整。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。
・上記実施に合わせて適宜調整。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練の実施
検討。
・上記実施に合わせて適宜調整。

・各施設へ避難確保作成促進が優先さ
れるため並行して行いたい

・必要に応じ引き続き支援を実施。

・、関係市町が主催する訓練等に参加する
機会がなかった。

・構成市町村と情報共有を図る。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成
を行う施設の所有者又は管理者からの作
成支援要請はなかった。

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を
行う施設の所有者又は管理者からの作成要
請は無かった。

・想定最大規模の洪水時における避難確保
計画の作成について社会福祉施設への支
援・協力を行った。

・要配慮者施設の避難確保計画に基づく避
難訓練の実施に係る支援

・関係市町村が主催する訓練等を把握す
る。

・避難確保計画が未作成の要配慮者利用施
設への計画作成の支援・協力。
・要配慮者利用施設の避難訓練への支援・
協力。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握。
・訓練実施状況の把握。

・R3までに、想定最大規模の洪水時におけ
る避難確保計画の作成や避難訓練につい
て施設への支援・協力を検討。
・上記実施に合わせて適宜調整。

①市町村地域防
災計画に定められ
た要配慮者利用
施設の避難確保
計画及び地下街
等の避難確保・浸
水防止計画の作
成状況、訓練の実
施状況を確認す
る。

②避難確保計画
の作成や訓練の
実施状況等を踏ま
え、支援策や支援
体制等について検
討・調整する

遠軽消防

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把
握と訓練実施状況の把握を予定していた
が、要配慮者利用施設の指定状況につい
て構成市町の状況の把握に至っていない。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の把握
と訓練実施状況の把握を予定していたが、
要配慮者利用施設の指定状況について構
成市町の状況の把握に至っていない。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

G

完
H1

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

イ）　水害ハ
ザードマップ
の作成・改良
と周知

②平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練に関する
事項

多くの地域住民が認知できるよう訓練環
境について検討する。

・ハザードマップを対象自治区に全戸配布
し、ＨＰに掲載。

完

多くの地域住民が認知できるよう訓練環
境について検討する。

完

完

振興局

佐呂間町

北見市

・ハザードマップを対象自治区に全戸配布
し、ＨＰに掲載。

・ハザードマップ作成に関する助言等の依頼
はなかった。

気象台
・ハザードマップ作成に関する助言等の依
頼はなかった。

完

ア）　想定最
大規模の降
雨に係る洪
水浸水想定
区域図等の
共有

①想定最大規模
の降雨に係る洪水
浸水想定区域図
等の作成・公表を
共有する

R3年度ま
でに実施

湧別町

佐呂間町

完

北見市

湧別町

R3年度ま
でに実施

①想定最大規模
に係る洪水浸水想
定区域図を踏まえ
た洪水ハザード
マップの作成・公
表予定等を共有す
る

・市町の要請があれば、補助事業メ
ニューを紹介するなどの支援を行う。

・町がハザードマップ作成する際は、必要に
応じて助言。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言。

完

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り助言等の依頼はなかった。

振興局
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

I

H2

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

ウ）　まるご
と・まちごと
ハザードマッ
プの促進

②平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練に関する
事項

イ）　水害ハ
ザードマップ
の作成・改良
と周知

気象台

R3年度ま
でに実施

・まるまちハザードマップの検討。

・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
を検討する際の助言等の依頼はなかった。

・「まるごと・まちごとハザードマップ」の計画
に係る相談はなかった。

・市町の要請があれば、補助事業メ
ニューを紹介するなどの支援を行う。

・町がハザードマップ作成する際は、必要に
応じて助言。

・町が「まるごと・まちごとハザードマップ」を
作成する際は、必要に応じて助言。

・まるまちハザードマップの検討を行う。佐呂間町

・引き続き、まちまるハザードマップの検討を
行う。

・「まるごと・まちごとハザードマップ」の計画
に係る相談はなかった。

・引き続き、まるまちハザードマップの検討。
・引き続き、まちまるハザードマップの検討を
行った。

・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
を検討する場合は必要に応じて助言。

・市町が「まるごと・まちごとハザードマップ」
を検討する際の助言等の依頼はなかった。

・市民が平時に関心をもつように様々な
方策が必要だと思う。

・まるまちハザードマップの検討。
・引き続き、まるまちハザードマップの検討を
行う。

北見市

・ハザードマップ作成に関する助言等の依頼
はなかった。

・ハザードマップを対象自治区に全戸配布
し、ＨＰに掲載。

・まるまちハザードマップの検討。

佐呂間町

湧別町

振興局

・町がハザードマップを作成する際の助言等
の依頼はなかった。

湧別町

・まるまちハザードマップの検討。

・市町の要請があれば、補助事業メ
ニューを紹介するなどの支援を行う。

・市町が作成するハザードマップ作成にあた
り必要に応じて助言。

①「まるごと・まち
ごとハザードマッ
プ実施の手引き」
（H29.6月国交省）
を参考に、取組の
推進について検討
調整

・町がハザードマップを作成する際の助言等
の依頼はなかった。

・ハザードマップ作成に関する助言等の依
頼はなかった。

②「水害ハザード
マップ作成の手引
き」（H28.4月国交
省）を参考に、わ
かりやすい洪水ハ
ザードマップを住
民への効果的な
周知方法を検討
調整

R3年度ま
でに実施

振興局

北見市

気象台

完

・改訂版ハザードマップを町民に全戸配布し
た。

多くの地域住民が認知できるよう訓練環
境について検討する。

完

完
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

J R3年度ま
でに実施

②平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練に関する
事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

遠軽消防

・防災訓練に参加する機会がなかった。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練に関する情報収
集。
・道の避難所運営訓練に関する情報を各関
係機関に提供。

・引き続き関係機関主催の訓練等に参画。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・引き続き関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事を広報誌やHPへ掲載を継続。
・防災関係機関との避難訓練の協力・支援を
行った。

・各関係機関主催の訓練に参画

・引き続き、市町主催の避難訓練等に参画。

・関係機関より要請があった場合は、積
極的に参加

・該当する訓練等はなかった。
・必要に応じて各関係機関主催の訓練等に
参加。

・該当する訓練等は無かった。

・各関係機関主催の訓練等に参画。
・危機対策推進幹による各種訓練の企画・
立案等の支援。
・北海道防災総合訓練の実施

・市町が主催する訓練などに対し、道へ
のサポート要望が一定程度ある。

・関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事を広報誌やHPへ掲載を継続。
・防災関係機関との避難訓練の協力・支援
を行った。

北海道警
察及び遠
軽警察

北見市

気象台

自衛隊

エ）　住民、
関係機関が
連携した避
難訓練等の
充実

①各市町村等によ
る避難訓練の実
施状況や実施予
定を共有するとと
もに、住民等や多
様な関係機関が
連携した避難訓練
を検討調整

振興局

北見消防

網走開建

湧別町

佐呂間町

・湧別町主催の防災訓練に参画。

・湧別町で行われた自治会・自主防災組織
を中心に学校や企業など地域が一体となっ
た避難訓練に参加。
・避難後の被災者の応急手当の普及啓発
を行った。

・関係機関主催の訓練等に参加する機会が
なかった。

・各関係機関主催の訓練等に参画。
【遠軽警察署】

・引き続き「関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。

・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、総
合防災訓練は中止となった。

・関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施はなかった。

・関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事や広報誌のHPへの掲載を継続。
・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施はなかった。

・関係市町が主催する訓練等に参加する機
会がなかった。

・総合防災訓練を実施。

・関係市町が主催する訓練等に参加する機
会がなかった。

・各関係機関主催の訓練等に参画。
・浸水危険箇所の更新に合わせて、「災害警
備計画」を更新。【遠軽警察署】

・各関係機関主催の訓練に参画

・各関係機関主催の訓練等に参画。
・浸水危険箇所の更新に合わせて、「災害警
備計画」を更新。【遠軽警察署】

・関係機関主催の訓練等に参画。
・関係機関が主催する訓練等を把握す
る。

・防災総合訓練を実施。

②引き続き、避難訓練等を実施する際
は、関係機関へ参画の協力要請を依頼
する。

・引き続き関係機関主催の訓練等に参画。
・啓発記事を広報誌やHPへ掲載を継続。
・防災関係機関との避難訓練の協力・支援
を行う。
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

K R3年度ま
でに実施

①防災教育に関
する指導計画作成
への支援など、小
学校等の先生によ
る防災教育の実
施を拡大する方策
等に関する取組に
ついて検討調整

オ）　防災教
育の促進

②平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練に関する
事項

遠軽消防

網走開建

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

・必要に応じて、防災意識の向上や河川環
境への理解を深めるため、『川の防災学習
会』を実施。

・必要に応じ市町が行う取組について協力。
・市町が行う取組について協力する機会が
なかった。

・市町が行う取組について協力する機会がな
かった。

・出前講座を実施。

・防災出前講座を継続して実施した。
・町内小学校で１日防災学校を実施した。

・協力を受けた中学校での防災研修の実施 ・子どもや住民を対象とした出前講座の実施

・市町が行う取組について協力する機会がな
かった。

・必要に応じ市町が行う取組について協力。
・市町が行う取組について協力する機会が
なかった。

・町内小学校で１日防災学校を実施した。 ・防災出前講座を継続して実施。
・町内小学校で１日防災学校を実施。

・町内小学校で1日防災学校を実施。

・必要に応じ市町が行う取組について協力。
・小中学校に対する防災教育の実施【遠軽
警察署】

湧別町

・必要に応じ市町が行う取組について協力。
・小中学校に対する防災教育の実施【遠軽
警察署】

・小中学校に対する防災教育を実施【遠軽
警察署】

・出前講座、講習会や防災学習等をする機
会が無かった。

・引き続き市町が行う取組について協力。

・関係する市町からの要請はなかった。

・市町が行う取組について協力支援。
・「１日防災学校」の実施による、防災教育
の普及推進を図った。（中湧別小学校）

・出前講座、講習会や防災学習等を継続的
に実施。
・町内小学校で1日防災学校を実施。

１日防災学校に参画 ・市町が行う取組について協力した。

・引き続き関係機関主催の訓練、講習会、防
災教育等に参加。

・一日防災学校や防災授業の実施に協力
（湧別中湧別小、北見大正小、上常呂小、北
見常呂中）
・防災に関する講話等（留辺蘂　社会福祉協
議会）
・防災キャンプに協力（ネイパル北見）
・「ｅラーニング形式の学習教材」を用いた関
係機関との連携。

・市町が行う取組について協力支援。
・「１日防災学校」の実施支援として、資材を
提供。（中湧別小）
・防災授業を実施。(ネイパル北見)

・１日防災学校や防災授業の実施に協力
（湧別町中湧別小、湧別高、北見柏陽高）
・防災に関する講話等（遠紋地区議員研修
会）

・関係する町村からの要請は無かった。

佐呂間町

北見市

北見消防

自衛隊

北海道警
察及び遠
軽警察

気象台

振興局

・引き続き、市町が行う取組について協力支
援。

・コロナ禍の中での防災教育の方法も考
えて行かなければならない。

・関係する町村より要請があった場合
は、積極的に実施

・今後も引き続き１日防災学校等への支
援を行う。

②：新型コロナウイルス感染症対策を考
慮した取り組みを続けていく
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

L1

M

L2

R3年度ま
でに実施

・水位計設置について、関係機関と協議・検
討。

・引き続き水位計設置について、関係機関と
協議・検討を行う。

・水位計設置について、関係機関と協議・検
討。

北見市

完

・水位計設置について、引き続き関係機関
と協議・検討。

完

・R2.6月で設置を完了。

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について危機管理型水位計を設置。
　　【6基】
　　  佐呂間町　 ：佐呂間別川（2箇所）、
                     　  仁倉川、小野の沢川、
                       　安斉川、三線川

R3年度ま
でに実施

振興局

振興局

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について危機管理型水位計を設置に
着手。

・芭露川の重要水防区間において堤防天端
舗装を実施。

・引き続き計画的に堤防天端舗装を実
施・検討。

湧別町

・佐呂間別川の重要水防区間において堤防
天端舗装を実施。

完

R3年度ま
でに実施

振興局

・水害危険性などから早急に配置が必要な
河川について簡易型河川監視カメラを設
置。
  　【5基】
　    佐呂間町　 ：佐呂間別川（3箇所）
　　  　　　　　　　  三線川
　　  湧別町　　  ：芭露川

・芭露川の重要水防区間における堤防天端
の保護箇所の検討。

完

・監視カメラ設置について、関係機関と協
議・検討。

・監視カメラ設置について、関係機関と協議・
検討。

・監視カメラ設置について、引き続き関係機
関と協議・検討。

・監視カメラ設置について、関係機関と協
議・検討。

③円滑かつ
迅速な避難に
資する施設等
の整備に関す
る事項

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

ア）　危機管
理水位計等
の整備

イ）　危機管
理型ハード
対策の実施

湧別町

北見市

①危機管理型水
位計の配置計画
を検討調整

②河川監視用カメ
ラの配置計画を検
討調整

①危機管理型ハード対
策の概ね５年間の整備
箇所を共有
※堤防決壊の時間を引
き延ばす天端舗装
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

N

O

・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。
・出水状況及び被災状況等の把握のため、
職員のＵＡＶ操作訓練を継続して実施した。
・昨年に引き続き、自営排水ポンプの購入・
設置した。

・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。

・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行う。

・引き続き、防災備蓄資材等を計画的に
更新・整備する。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、実
働部隊となる消防職・団員への情報共有を
図る。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討。

・検討調整を行わなかった

・構成機関で整備した水防資機材に関し、実
働部隊となる消防職・団員への情報共有を
図る。

・コロナ禍により構成機関で整備した水防資
機材に関し、実働部隊となる消防職・団員へ
の情報共有を図る機会がなかった。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、実
働部隊となる消防職・団員への情報共有を
図った。

・検討調整は行わなかった。 ・検討調整は行わなかった。

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図った。

・今後も継続して実施。

・河川管理者の必要に応じて、土地の貸与
を含めた提供を調整。
・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行う。

・佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地の整
備を促進する。
・防災装備品を計画的に整備。

北見市

・構成機関で整備した水防資機材に関し、
実働部隊となる消防職・団員への情報共有
を図った。

・河川管理者の必要に応じて、土地の貸与
を含めた提供を調整。
・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。

・河川管理者の必要に応じて、土地の貸与を
含めた提供を調整。
・備蓄資材保管庫及び各避難所への備蓄を
継続して行った。

・佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地の整
備に着手した。
・防災装備品を計画的に整備した。

・佐呂間別川水系の水防資材備蓄基地設
置について検討。

・防災装備品を計画的に整備。 ・引き続き、計画的に整備

・災害用備蓄品の充実を図る。
実効性のある分散配置を検討する必要
がある。

振興局

遠軽消防

北見消防

自衛隊

佐呂間町

R3年度ま
でに実施

・災害用備蓄品の充実を図った。 ・災害用備蓄品の充実を図った。

湧別町

・令和４年度より防災備蓄基地を運用予
定。

湧別町
・整備予定が無いため、検討調整は行わな
かった。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討。

・整備予定が無いため、検討調整は行わな
かった。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討。

・避難計画の結果によって、状況に応じて検
討。

①避難場所、避難
経路の整備にあた
り、河川工事等の
発生土砂を有効
活用するなど検討
調整

エ）　避難場
所、避難経
路の整備

ウ）　河川防
災ステーショ
ン等の整備
※防災資材
整備

北見市

佐呂間町

①ブロック・土砂等
の備蓄場につい
て、設置位置及び
規模等を検討調
整する

円滑かつ迅
速な避難の
ための取組

③円滑かつ
迅速な避難に
資する施設等
の整備に関す
る事項

R3年度ま
でに実施
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

Q

P

・人命救助システム（水害用）の整備及び取
扱い訓練を実施。水防資機材等の保有状
況（数や保管場所）の詳細を共有。

・資機材等の保有状況の確認と情報共有及
び点検を実施。

・資機材等の保有状況の確認と情報共有及
び点検を実施。

・該当する点検がなかった。

・該当する点検がなかった。 ・該当する点検がなかった。
・関係機関で実施する共同点検があれば参
画。

・該当する点検がなかった。

・関係機関で実施する共同点検がなかった。

①各構成員が保
有する水防資機材
の配置について共
有するとともに、水
防資機材の整備
や洪水時の相互
応援について検討
調整

①水防活動
の効率化及
び水防体制
の強化に関す
る事項

的確な水防
活動のため
の取組

ア）　重要水
防箇所の確
認

①河川整備の進
捗を踏まえて、出
水期前に重要水
防箇所の確認を
行うとともに現地
にて関係者による
共同点検等の実
施について検討調
整

R3年度ま
でに実施

R3年度ま
でに実施

・道管理河川の共同点検に向けた実施方針
について検討。

・道管理河川の共同点検の実施方針に
ついて引き続き検討し実施。

・該当する点検がなかった。

・資料整理への協力と情報共有を図る。

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画。

・資料整理への協力と共有を図る。
・引き続き、資機材等の保有状況の確認と
情報共有及び点検を実施。

・該当する点検がなかった。

・資料整理への協力と情報共有を図った。

・道管理河川の共同点検に向けた実施方針
について検討。

・資料整理への協力と情報共有を図る。

・資料整理への協力と情報共有を図った。

・防災ハンドブックを毎年更新し、詳細な
情報共有を図る。

・人命救助システム（水害用）の整備及び取
扱い訓練を実施。水防資機材等の保有状況
（数や保管場所）の詳細を共有。

・該当する点検がなかった

・資料整理への協力と情報共有を図った。

・該当する点検がなかった。佐呂間町

北見消防

北見市

遠軽消防

・道管理河川の共同点検に向けた実施方針
について検討。

北見消防

・水防資機材等の保有状況（数や保管場
所）の詳細を共有。

・水防資機材等の保有状況（数や保管場所）
の詳細を共有。

・水防資機材等の保有状況（数や保管場所）
の詳細を共有。

・今後も継続して実施。遠軽消防

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画。

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画。

・関係機関で実施する共同点検がなかっ
た。

・資料整理への協力と情報共有を図った。

・関係機関の保有状況（数や保管場所）を防
災ハンドブックを作成し情報を共有した。

・関係機関で実施する共同点検があれば参
画。

・資料整理への協力と情報共有を図った。 ・資料整理への協力と情報共有を図った。 ・資料整理への協力と情報共有を図る。

・防災ハンドブックを更新し情報を共有。

北見市

湧別町

佐呂間町

・関係機関の保有状況（数や保管場所）を
更新し、情報を共有。

振興局

湧別町

振興局

イ）　水防機
材の整備等

自衛隊
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

・各関係機関主催の訓練等に参画。

・関係機関の水防訓練等はなかった。 ・関係機関の水防訓練は無かった。

・関係機関より要請があった場合は、積
極的に参加。

気象台

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各関係機関主催の訓練等に参画。振興局

・必要に応じて、関係機関の水防訓練等に
参画。

・関係機関より要請があった場合は、積
極的に参加

湧別町

佐呂間町

自衛隊

北海道警
察及び遠
軽警察

網走開建

・関係機関の水防訓練等に、必要に応じて
参画。

・水防訓練等の参加要請がなかった。

・関係機関の水防訓練等はなかった。 ・各関係機関主催の訓練等に参画。・関係機関の水防訓練等はなかった。

・水防訓練等の参加要請がなかった。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・関係機関主催の訓練等に参画。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練は実施しなかった。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練の実施検討。

・関係機関や民間企業を交えた総合防災訓
練は実施しなかった。

・引き続き総合防災訓練を実施。 ・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、総
合防災訓練は中止となった。

・地域や関係機関との水防訓練の共同実施
に向けた内部検討を行った。

・各自治体（水防管理団体）等主催の訓練等
はなかった。

・引き続き各自治体（水防管理団体）等主催
の訓練等に参画。

・各自治体（水防管理団体）等主催の訓練
等はなかった。

北見消防

遠軽消防

・各自治体等主催の訓練等（水防関係）はな
かった。

・引き続き各自治体（水防管理団体）等主催
の訓練等に参画。

・地域や関係機関との水防訓練の共同実施
を検討。

・防災総合訓練を実施。

・引き続き各関係機関主催の訓練等に参
画。

・各自治体等主催の訓練等（水防関係）は
なかった。

・地域や関係機関との水防訓練の共同実施
に向けた内部検討を行った。

R3年度ま
でに実施

ウ）　水防訓
練の充実 R

北見市

的確な水防
活動のため
の取組

①水防活動
の効率化及
び水防体制
の強化に関す
る事項

①多様な関係機
関、住民等の参加
等による実践的な
水防訓練について
検討調整
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

S

T

・引き続き募集を実施する。

・ポスター掲示・リーフレット配布やHPを通
じ、消防団員の募集を行うとともに、協力団
体の募集・指定を行う等、水防団確保のため
の取組みを実施。

・引き続き継続実施。振興局

・ポスター掲示・リーフレット配布やHPを通
じ、消防団員の募集を行うとともに、協力団
体の募集・指定を行う等、水防団確保のた
めの取組みを実施。

・水防団員(消防団員)募集に係る広報を継
続的に実施。
・町新入職員への積極的な入団促進により、
本年度も新規２名が入団。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を実施した。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の入団促進をした。

遠軽消防

佐呂間町

湧別町

・水防団員（消防団員）募集に係る広報を継
続的に実施。
・町新入職員への積極的な入団促進によ
り、２名が入団。

①各構成員の水
防に関する広報の
取組状況や取組
予定等を共有し、
先進事例を踏まえ
た広報の充実につ
いて検討調整

北見市

遠軽消防

北見消防

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の積極的な入団促進。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。
・町新入職員の入団促進をした。

・平時から情報の共有は重要である。

・水防団員(消防団員)募集に係る広報を継
続的に実施。
・町新入職員への積極的な入団促進。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・今後も継続して実施。

・消防団員募集に係る広報、ポスター掲示や
パンフレット配布を継続的に実施。

・水防団員（消防団員）募集に係る広報、ポ
スター掲示やパンフレット配布を継続的に実
施。

・消防団員募集に係る広報、ポスター掲示や
パンフレット配布を実施した。

北見消防
・消防団員募集に係る広報、ポスター掲示
やパンフレット配布を継続的に実施。

・連携訓練等を実施。 ・水難救助訓練等を実施した。

・分団間の連携と隣接消防団との協力体制
の構築へ向けた訓練の実施を検討。

・分団間の連携と隣接消防団との協力体制
の構築へ向けた訓練の実施はなかった。

・分団間の連携と隣接消防団との協力体制
の構築へ向けた訓練の実施はなかった。

・連携訓練等を実施。

的確な水防
活動のため
の取組

①水防活動
の効率化及
び水防体制
の強化に関す
る事項

オ）　水防団
間での連携、
協力に関す
る検討

R3年度ま
でに実施

エ）　水防に
関する広報
の充実

R3年度ま
でに実施

①各水防団の分団等
の配置、管轄区域等を
共有し、洪水時の水防
団間の連携・協力につ
いて検討調整
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

U

V

・災害拠点病院と災害対応訓練を通じて連
絡体制の構築を検討していたが、災害対応
訓練に参加しなかった。

・災害拠点病院と災害対応訓練がなかった。
・災害拠点病院と災害対応訓練を通じて連
絡体制の構築を検討。

・施設管理者と検討調整。

・施設管理者と検討調整する機会がなかっ
た。

・災害拠点病院との連絡体制の構築を検
討。

ＩＰ無線を導入し情報伝達強化を図った。
・衛星通信トランシーバーを導入しさらなる情
報伝達強化を図る。

・通常期からの職員訓練を要する。

消防施設等整備計画を策定、必要な対策を
検討した。

消防施設等整備計画に基づき必要な対策を
検討する。

・施設管理者と検討調整する機会がなかっ
た。

・アナログ以外の防災行政無線の整備を検
討。

・防災行政無線更新（デジタル化H34.11末
まで）事業をスタートしている。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を引き続き行った。

・施設管理者と検討調整する機会がなかっ
た。

・施設管理者と検討調整する機会がなかっ
た。

・施設管理者と検討調整。 ・施設管理者と検討調整。

・施設管理者と検討調整。

佐呂間町

湧別町

R3年度ま
でに実施

・平成30年度に実施した防災行政無線更新
（デジタル化H34.11末まで）の基本設計に基
づき実施設計を行った。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良を実施。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画（ＢＣＰ）策定を検討。

・防災行政無線のデジタル化更新工事を実
施。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画(ＢＣＰ)策定を引き続き検討。

R3年度ま
でに実施

佐呂間町

湧別町

北見市

・庁舎非常用発電機の備蓄燃料の少量危険
物保管庫を整備する。
・防災拠点代替施設の指定を含む業務継続
計画(ＢＣＰ)策定を引き続き検討する。

・今後も継続して実施。

・防災行政無線デジタル化整備事業を実施。
・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を引き続き行った。

・防災拠点施設における自家発電機等の改
良検討を引き続き行う。

・非常用電源を整備。

的確な水防
活動のため
の取組

②市町村庁
舎や災害拠
点病院等の
自衛水防の
推進に関する
事項

①市町村庁舎等
における洪水時に
想定される浸水被
害を確認し、適切
に機能を確保する
ために必要な対策
（耐水化、非常用
電源等の整備等）
について検討調整

①洪水浸水想定
区域内における災
害拠点病院等の
立地状況を確認
し、施設管理者等
に対する洪水時の
確実な情報伝達
の方法について検
討調整

北見消防

イ）　洪水時
の市町村庁
舎等におけ
る機能確保
の対策の充
実

遠軽消防

ア）　災害拠
点病院等の
施設管理者
への情報伝
達の充実 遠軽消防
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

W

X

・今後も継続して実施。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等の参画の
機会はなかった。

・過去の内水被害箇所を共有し排水作業に
必要なスペース確保を検討。
・排水活動を行うスペースの整備検討。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

・流域外の関係機関を含め、幅広に案内し
排水訓練を継続的に実施。

・情報の共有を図った。 ・情報の共有を図った。 ・情報共有を図る。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練に参画しな
かった。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

自衛隊

・河川改修等の整備を促進するとともに、計
画的な維持管理を継続し、越水・溢水リスク
の低減を図った。
【堤防整備】
　芭露川
【河道掘削】
　佐呂間別川、仁倉川、小野の沢川、芭露
  川
・伐木等による河道の適切な維持管理を実
施
　三線川、芭露川、ポン川ほか

・河川改修等の整備を促進するとともに、計
画的な維持管理を継続し、越水・溢水リスク
の低減を図った。
【堤防整備】
　芭露川
【河道掘削】
　佐呂間別川、仁倉川、小野の沢川、芭露
  川
・伐木等による河道の適切な維持管理を実
施
　三線川、芭露川、ポン川ほか。

・引き続き、河川改修等の整備を促進すると
ともに、計画的な維持管理を継続し、越水・
溢水リスクの低減を図る。

・河道掘削や堤防整備、伐木などを計画
的に継続して実施。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等に参加。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・引き続き情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行う。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画する。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等があれば
参画の機会はなかった。

・情報共有を行う。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

・過去の内水被害箇所を共有し排水作業に
必要なスペース確保を検討。
・排水活動を行うスペースの整備検討。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

・過去の内水被害箇所を共有し排水作業に
必要なスペース確保を検討。
・排水活動を行うスペースの整備検討。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

・情報共有を行った。
・必要な資機材の配備検討を行った。
・排水用水中ポンプ3基（8インチ11ｋｗ）を追
加整備。
・関係機関で実施する排水訓練等に参画。

北見市

振興局

振興局
R3年度ま
でに実施

遠軽消防

佐呂間町

湧別町

・引き続き、流域外の関係機関を含め、幅広
に案内し排水訓練を継続的に実施。

・担当者が災害時に対応可能とすべく、
計画的に継続実施するとともに、幅広に
関係機関への声かけを実施

網走開建
・流域外の関係機関を含め、幅広に案内し
排水訓練を継続的に実施。

R3年度ま
でに実施

北見消防

①河川管理者による
ハード整備や河道の
維持管理状況につ
いて情報共有する

氾濫水の排
水、浸水被
害軽減に関
する取組

①氾濫水の
排水、施設運
用等に関する
事項

ア）　排水施
設、排水資
機材の運用
方法の改善
及び排水施
設の整備等

①洪水浸水想定
区域内における排
水施設、排水資機
材の配置、運用方
法等に係る情報を
共有し、洪水時の
排水施設等の管
理者間の連絡体
制を構築するとと
もに、洪水時に円
滑かつ迅速な排
水を行うための排
水施設等の運用
方法について検
討・調整する

イ）　洪水を未然
に防ぐ対策
※河川改修や維
持対応等のハー
ド対策
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佐呂間別川水系 減災に関する取組方針　フォローアップ

H29 H30 R1 R2
R1年の取り組み状況 R2年の取り組み状況 R3年以降の取り組み内容

R2までに取り組んで。
①：気の付いたことやわかったこと、
②：今後の取組に向けたコメントR3

大項目 中項目 小項目 目標時期 取組機関

スケジュール
（上段：計画、下段：実績）課題

番号
細目

資料-3

Y

Z

・防災総合訓練で協定先との連携強化を図
る。

実効性のある連携訓練を要する。
・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、総
合防災訓練は中止となった

ア）　災害時
及び災害復
旧に関する
支援強化

・自治体職員受入可能な研修メニューを紹
介。
・出前講座要請はなかった。

・災害時協定先との運営訓練の実施。

・災害時協定先との運営訓練の機会がな
かった。

・災害時協定先との運営訓練の機会がな
かった。

・国、地方公共団体等の研修・訓練等に参加
する機会がなかった。

・積極的に国、地方公共団体等の研修・訓
練等に参加。

・災害時協定先との運営訓練の実施検討。

・国、地方公共団体等の研修・訓練等に参
加する機会がなかった。

・国の研修・訓練に参加する機会がなかっ
た。

・国の研修・訓練があれば参加。 ・要請があった場合は、積極的に参画。
・国の研修・訓練に参加する機会がなかっ
た。

・必要に応じ、自治体職員受入可能な研修メ
ニューを紹介。
・網走開発建設部広報官への連絡調整によ
り必要に応じて出前講座を実施。

・関係する町村より要請があった場合
は、積極的に実施

網走開建
・自治体職員受入可能な研修メニューを紹
介。
・出前講座要請は無かった。

R3年度ま
でに実施

北見市

自衛隊

振興局

佐呂間町

R3年度ま
でに実施

網走開建

振興局 ・体制が整い次第運用予定。

・光ケーブルの接続支援要請はなかった。
・引き続き、情報共有を行った。

・北海道防災地図の体制が整い次第運用。

・光ケーブルの接続支援要請はなかった。
・引き続き、情報共有を行った。

・光ケーブルの接続は自治体負担となるが、
必要に応じて接続支援を実施。
・引き続き、情報共有を行う。

・北海道防災地図を利用しての運用はR2以
降を予定。

・北海道防災地図を利用しての運用はR３以
降を予定。

・関係する町村より支援要請があった場
合は、必要に応じて実施①各構成員における災

害情報の共有体制を強
化するため、共有すべ
き災害情報や当該情報
の共有方策等について
検討調整

①国が実施する研
修、訓練への地方
公共団体の参画
など、災害対応に
あたる人材を育成
するための方策
や、地方公共団体
間の相互支援体
制の強化を図るた
めの方策について
検討調整

その他 ①その他
イ）　災害情
報の共有体
制の強化

①その他その他
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